
DREW女史の 家を訪 れて

時印綿

1 11'[，年の容から昨年の 4月まで文部
省宇E外研究員として欧米に旅行する機会

を得たが，旅程を立てるに当って是非訪

れたいと;i3えたのは英国 Manchester大

学の DREW女史であった。{再々 l昨年の

春，チガイソ とコシプのキメラの131本が
子(こ入って非常に珍らしいと思い，英国

のNature誌に投稿を思い立って制集者

への紹介を女史iζお願いして伏く引き受

げて下さった旨のお手紙を 7月 11日附

で受取った。その後，宮部先生のヲソプ

科の英訳版が出来上ったので別席IJを送っ

たと ζろ，その受取りと一所に入って来
“DREW女史"

たのは，女史の生前を記念する Thanksgivingの集会の案内で，9月14n，ζ 
逝去されたことをはじめて知ったのであった。ついに生前の女史[ζお会いし

て親しく IJ本の海部研究者の一人として，また日木の海苔業者1[代って，海

苔の Conchocelis也-代(貝殻!と内生する糸状体)の発見!ζ対して敬意;と謝意を

表ーする機会は無くなったのであって，非常に残念に思った次第である。それ

で，せめて女史の研究室ι住家を訪れて恥意を表ーしたいと思い，街]主人で
ある岡大学工学部の BAKER教授に子紙を差上げ，ダブ 3 ン市から ~;~t存 7 ン

チェ スター市!と若いたのは，昨年の2月7口の夕方であった。型口の午後，

BAKER教授が車で迎えに来て下さり，大学のMt物学教京を訪れる乙とができ
た。 女~の研究室 (C は片岡の机の上lζ海藻培長装置が小 じんまりと出来てい

て，温度を調節するために装置全体にかぶさる被いがあり，ハソドノレでガラ

ガラと鎖の仕掛で上げ下げできるようになっていた。 との装置は BAKER教

授が夫人のために作ったものだとのことである。米同の各地の大学で見た培

養室や， グーテボノレグの LEVRING教授の所の培長室などにくらべて， いか

にもささやかな間に合せの装荷ーである。しかも，乙れを似つであの海台の糸
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国際海藻雑誌“BOTANICAMARINA"の刊行 お

状体の発見をはじめ，ヨツガサネ属1種の生活環を実験室で完全に追及する

という紅藻では始めての研究や，その他の紅藻の生活史や細胞学の研究を続

々と発表したのだと思うと，一層敬慕の情を強くしたのであった。タ閤せま

る大学をあとに， 静かな落ちついた住宅街を通って大きな二階連の BAKER

家に客となり客間IC通された。すると目についたのは北海道の熊の木彫りを

はじめとする日本の装飾品である。わけを聞くと若い頃，いま北大文学部の

客員教授として札幌lζ居られるH.M. LANE氏と同じ学校で学んだ ζ とがあ

り，それ以来の親交を結ぶ間柄で，乙れらは同氏から贈られたものだという.

海苔の研究を通して日本と特lζ縁故の深くなった女史の家庭が LANE氏を通

して既に早くから日本と或るつながりがあったという乙とは奇縁であると云

えよう。客聞にあるグラ y ドピアノは女史の持いたものかと思って聞いたと

乙ろ，乙れは娘がひくのだとの ζと。同家には年頃の令息令嬢お二人が居ら

れ，令嬢に会うととができた。家の主婦を俄かに喪った悲しみを諮る教授は

見るからに淋しそうで同情!と堪えなかった.海苔の Conchocelis-phaseの発

見は全くの偶然で，彼女自身も意外であったらしく，非常に喜んでいた，と

諾された。ここに掲げる写真と，紅藻の生活史に関する総述の別刷をいただ

いて辞去したのである。 (RevueAIgologiqueの昨年10月号には，同じ英国

の NEWTON女史の奮いた追悼文と，著書論文のリストが載っており， 肖像

画の写真が巻頭を飾っている。)北海道大学水産学部)

国際海藻雑誌“BOTANICA

MARINA" の刊行

昨年の第3 四国際海~学会の席上. LEVRING. HOFFMANN. FELDMANN氏らによっ

て提案された国際海藻雑誌の刊行の件は，いよいよ次のような趣旨で実現の運びとなった

知らせがあったので紹介する。

雑誌の名称は，“BOTANICAMARlNA"とする。大きさは 17X 24.5 cm， 32頁およ

びアート紙印刷2莱とし，年4回発行，工業技術に関する別冊を出す乙とも考えられてい

る。

内容は，海部の生題学.植物学，化学，生理学，薬学，浮証書性議類，海2車工業，およ

び海藻を原料とする生盛物に関する原著とし，用語は，独，芙，仏，のいずれかとし，独

文のときは英仏2カ国の摘要を附レ，他の場合も同様とする。原著のほかに，編集記事，
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